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PHP-PHP間の SOAPを用いた通信
松本 　義秀

1 はじめに

現在我々の目標としているバーコードを用いない商

品管理システムでは，クライアント-サーバ間の通信に
PHPを用いており，どの商品が売れたかを判別するマッ
チング処理は C言語を使って書かれている．そのため，
PHPから C言語で書かれたマッチング処理を呼び出す
必要がある．現時点では CSVファイルを仲介してデー
タの受け渡しを行っている．しかしこの方法では，CSV
ファイルが出力されたタイミングを受け側に伝えること

が困難であるため，人間が手動でプログラムを動かす

必要が生じ，人間の手間が増えてしまうという問題点が

あった．そこで今月は，SOAP（Simple Object Access
Protocol）を用いて PHP-C言語間の通信を行うことで，
マッチング処理の自動化を行い，システムへの実装を

行った．

2 SOAP

2.1 SOAPの概要

SOAPとは，プラットフォームに依存することなく実装
し，動作させることのできる RPC（Remote Procedure
Call）技術とである．SOAPは，プログラムそのものを
ネットワーク上で共有可能なオブジェクトとし，動的な

相互運用を可能とするためのプロトコルである．また，

SOAPは，XMLをベースとしたメッセージ交換を行う．

SOAPは，HTTPや SMTPなどのプロトコルの上位
に位置する．したがって，下位のプロトコルには非依存

であり，任意のプロトコルであっても SOAP メッセー
ジを送受信，解釈できれば，オブジェクト間の通信が可

能である．したがって一般には HTTPが最も利用され
ているが，SMTPや FTPに乗せることも可能である．

2.2 SOAPによる通信の仕組み

SOAPが単純に XML文書を HTTPで送るのと最も
異なる点は，XML 文書に対して SOAPエンベロープ
と呼ばれる付加情報を追加できる点である．これによっ

てオブジェクトへのあて先，あるいは必要に応じてメッ

セージ IDなどの付帯情報を自由に付加できる．

メッセージ交換の仕組みを Fig. 1に示す．まずクラ
イアント側では，オブジェクトの呼び出しとして，オブ

ジェクトが提供されているサイトに対し SOAPメッセー
ジを送信する．サーバ側ではメッセージを受信すると，

その SOAP メッセージを解釈し，どのオブジェクトに

マッピングするかを判断し，その上で実行結果を XML
として生成し，クライアント側へと送信する．
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Fig. 1 SOAPメッセージの構造

2.3 CORBAとの比較

SOAP以外の RPCとして，CORBA（Common Ob-
ject Request Broker Architecture）がよく用いられて
いる．

しかし，CORBAは導入が困難なことで知られてい
る．さらに，下位のプロトコルに IIOPと呼ばれるプ
ロトコルを用いる必要があり，HTTPを使ってファイ
アーウォールを通り抜けることができる SOAPとは違
い，ファイアーウォールに穴を開ける必要がある．した

がって，セキュリティ面が弱くなってしまう．

SOAPにも，トランザクション処理機能が無いなどの
問題があり，そのため我々のシステムでは DBMS側で
トランザクション処理を行う．

3 SOAPの実装

SOAPによる通信の際には，クライアント側とサー
バ側の双方で SOAPメッセージを生成するエンジンと，
それを解釈するためのエンジンが必要になる．SOAPエ
ンジンは言語ごとに異なっている．我々の構築している

システムでは，PHP側 (クライアント)では PEARと
いう SOAPエンジンを使うことにした．現在は PHPを
用いてダミーのマッチング処理を作成し，PHP-PHP間
での SOAPによる通信が可能となった．

4 今後の課題

• C言語においての SOAPエンジンの調査
• マッチング処理の SOAPによる実装
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